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文化祭 と ノーベル賞 について  

                                 校長 小嶋 貴之 

 

いよいよ 11月が近づき、今年も余すところ 2 カ月となりました。この 9月、10月は例年になく

残暑に苦しまずにすむ時季を過ごすことができた感があります。このごろは朝晩の寒さが急激に増し

落ち葉が舞う量も増え、秋の終わりを感じる季節となってきました。秋の深まりを慈しみつつ心豊か

に日々を過ごしたいものです。 

 

10 月 23日（金）・24 日（土）に文化祭を開催いたしました。今年度はオープンスクールの同時

開催という形を取り入れたため、金曜・土曜開催で１日目に合唱コンクール、2 日目に部活動ステー

ジ発表・オープンスクールというプログラムとなりました。 

文化祭 1 日目の合唱コンクールは、各学年とも昨年を超える質の高い合唱が発表されました。各ク

ラス、この日の発表に向けて、さまざまな苦難を乗り越えながら素晴らしい合唱を作り上げることに

力を注いできたことと思います。甲乙つけがたい合唱の完成度で、各学年とも僅差で順位がつけられ

ました。３年生は、最優秀賞３組、優秀賞１組。２年生は、最優秀賞５組、優秀賞４組。１年生は最

優秀賞４組、優秀賞３組という結果でした。順位や合唱の完成度といった結果ももちろん重要ではあ

りますが、最も大切なことは皆が気持ちを一つにして目標に向かって取り組む過程そのものです。生

徒の皆さんには、自分たちの取組に胸を張ってほしいと思います。 

２日目は、吹奏楽部や演劇部、国際平和や英語のスピーチコンテストの代表者による体育館発表と

オープンスクールでした。また２日間を通して、カリグラフィー部、写真部、７組、学年、各教科の

作品展示も行われました。各部、発表団体においては、日ごろの取組の成果がよくあらわれていて、

どの発表も熱意と工夫に満ちたとても素晴らしいものでした。また、保護者、地域の方々、小学生の

皆さんにもご参加いただいたオープンスクールは、短い時間ではありましたが、各団体に大勢の来場

者が集まり活気にあふれた催しとなりました。 

２日間を通してお力添えいただきました PTA 役員の皆さま、ボランティアの皆さまに心より感謝

を申し上げます。 

横浜市立中川中学校だより１１月号        令和８年１０月３０日 

なか中 便 り 

〒224-0027   横浜市都筑区大棚町２４０ 

TEL: 045-592-3701  Fax: 045-593-5942 

                                       E-mail:  ky-j-nakagawa@city.yokohama.lg.jp  

《学校教育目標》 

信頼と共感 ～夢をもって挑戦し続ける生徒たち～ 

◇育てたい生徒像◇  

【知】自ら考え行動し、意欲的に学び続ける生徒  

【徳】ルールやマナーを守り、人を思いやる優しい生徒  

【体】心身をきたえ、たくましく生きる生徒  

【公】役割を自ら求め、地域や社会に貢献する生徒  

【開】共生・多様性を尊重し、未来を創る生徒 

 

中川中スクールキャラクター 
「みどりん」 



【11月行事予定】

スクールカウンセラー来校日　9日、10日、16日、17日、24日

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定

1 日 16 月 文化祭実行委員会 16:00

2 月 文化祭・オープンスクール代休 17 火 全校道徳（朝会）　専門委員会　15:00

3 火 文化の日 18 水 Gday（美化）　中央委員会15:00

4 水 Gday（生活） 19 木 ⑥交通安全教室　　　　　　　　　諸活動なし

5 木
都筑区個別支援学級交流会（川和中）

個別支援学級昼食なし　　　　諸活動なし
20 金 ⑤避難訓練

6 金 ⑤⑥１学年キャリア講話 21 土

7 土 22 日

8 日 防災拠点訓練 23 月 勤労感謝の日

9 月
３学年進路説明会　15:30～16:30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸活動なし
24 火

10 火

個別支援学級合同宿泊学習会

（愛川ふれあいの村）

⑥学習質問日　　　　　　　　　　　諸活動なし

25 水 Gday（図書）

11 水

個別支援学級合同宿泊学習会

（愛川ふれあいの村）

Gday（保健）　　　　　　　　　　　諸活動なし

26 木

12 木 第２回定期テスト　　　　　 　　　諸活動なし 27 金

13 金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸活動なし 28 土

14 土 29 日

15 日 30 月 ３年　三者面談１

さて、毎年 10 月にノーベル賞の受賞者が発表され、日本の関係者の受賞に関心が集まりますが、

今年は化学賞で東京理科大学の 硤合憲三（そあい・けんそう）名誉教授の受賞が決まりました。  

アミノ酸や糖など生命を構成する分子には、右手と左手のように鏡写しの関係にある二つの「鏡像

異性体」が存在していて、普通の化学反応では両者が均等に生成されますが、地球上の生命分子は一

方のみで構成されており、なぜこのような差が生じるかが 1 世紀以上にわたり化学界の謎だったそ

うです。また、医薬品などでは一方が薬に、一方が毒となることもあり、有用な化合物だけを作る方

法が研究されていました。 

硤合名誉教授はこの難題の解決に道筋をつけました。1995 年、どちらか一方の異性体だけがごく

わずかに多い状態から反応をスタートさせると、生成物自身が触媒として働き、自分と同じ異性体を

爆発的に増やしていく、「不斉自己触媒反応」（硤合反応）を発見しました。この発見は、新たな医薬

品合成法の開発につながるほか、地球上の生命の起源をひもとく手掛かりになると期待されています。 

硤合名誉教授はインタビューで、結果があるかないかわからない領域の研究をすすめること

に、「暗いところをヘッドライトをつけてたどっている気分」だったと語り、それでも自分にとっ

て面白いテーマと思えたものに、やりがいや生きがいを感じていた、と答えていました。 

誰も成し遂げていないことに挑み続ける力の根源は、「面白い」とか「好き」とか自分の心に沸

き起こるものなのだなと、改めて感じます。生徒の皆さんも、自分の「面白い」「好き」を大切に

していってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


